Jビザ研修プログラムプリチェック必要情報

プリチェックに必要な情報（黄色でハイライト）をお送りください。Jビザはご発注からビザ受領まで2か月以上かかります。スケジュールがタイトな場合はお急ぎください。

(米国国務省による急な規定変更に伴い、追加の参加条件のお知らせが入ることもございます。予めご理解ください。)

申請者の条件
· 申請者には以下の条件が求められます。
· 高卒以上でなおかつ研修内容と関連した実務経験が、米国外で5年以上あること。または、米国以外の大学以上の卒業資格があり、専攻内容と研修内容がマッチしており、研修内容と関連した実務経験が、米国外で1年以上あること。
· 米国以外の大学を卒業してから5年未満で、大学の専攻内容と研修内容の関連が必ずしも明確ではない場合、取得した履修単位など、専攻内容に関する情報をご提供ください。（米国の大学以上の卒業資格がある場合は、研修内容と関連した実務経験が米国外で５年以上必要です。）
· 中級以上の英語力があること。（米国での研修内容を英語で説明できること。）
· 上記の条件を満たす場合は履歴書をお送りください。（5ページ目以降にサンプルあり）
· 英語でご記入ください。
· 住所、電話番号はプライベートのものをご入力ください。
研修プログラムについて

· Jビザは、米国の文化、科学、学術、技術等を米国外に広めることを目的としたビザであり、米国でしか得ることのできない技術･知識・手法・ノウハウを自分の国に持ち返って活かすことが申請条件となります。
· 業務研修の場合はまずその研修内容が本当に米国でのOJTが不可欠なものなのか、単に研修者という肩書きだけで、実質的には就労ではないか、が厳しく審査されます。ライセンスを受けたソフトウェアについて開発元の米国企業で研修を行うケースや、法務部の社員を米国の法律事務所で研修を行うケースであれば、比較的OJTを含む研修の必要性も審査を行う領事に理解されやすくなります。一方単に米国での業務経験を積ませるためであれば、Jビザではなく就労ビザを取得するように、と判断される可能性が高くなります。
· 派遣先が以下の業種の場合、研修が認められない可能性があります。

· 
Health Professions and related Clinical Sciences

· 
Schools:  pre-schools, daycare/childcare centers, primary or secondary schools
· 
Fast Food restaurants, cafeterias, gas stations, convenience stores, and truck stops

· 
Theme park operations

· 
Counter service positions. e.g. coffee shops, cafeterias, retail shops, and similar

· 
Staffing/Recruitment agencies

· 
Fashion Merchandising position in retail shops

· 
Beauty supply & Wig stores, Hair & Nail Salons, Pet Salons and similar

· 　Kiosks in malls, airports, or in other public areas

· 
Religious institutions (Churches, Mosques, Synagogues, Temples)

· 
Establishments where the primary business activity is alcohol or tobacco retail sales

· 
Placements associated with Firearms

· 
Companies whose primary business activity is in the sale of intimate apparel or other adult oriented products or services
· 上記の点を踏まえ、研修内容をお書きください。

· 研修目的
· 1フェーズ3か月まで。

· フェーズごとに箇条書きで３項目以上。
· 何が米国でしか習得できないかを明らかにすること。
· 最近オペレーションでのOJTが就労とみなされ、ビザ申請が拒否されるケースが増えています。内容はTrainingであっても、その業務に従事するためのものとみなされるためです。オペレーションの本質はOJTを通して体感してはじめてその理解でき、そこで学んだことを日本に業務改善に活かす、そういう書き方が必要です。
· 研修方法

· フェーズごとに箇条書きで３項目以上
· 研修期間

· 研修開始時期

· 研修に同行する家族の人数
· 現在Jビザの審査が大変厳しくなっています。そのため、以前よりプリチェックの段階でより具体的な研修内容をご提供いただき、その可否を判断するようにしています。研修目的・研修方法は以下の例をご参照ください。
· 第1フェーズ
· 研修目的
· 北米における自動車メーカーのニーズ、消費者のニーズの理解
· 競合他社の理解（技術的競争優位性、顧客ターゲットの違いなど）
· 顧客との交渉の進め方の理解
· 研修方法
· 担当者へのヒアリング、ディスカッション
· 情報収集及び分析とその評価の実習

· 営業活動の同行、観察、分析
· 第2フェーズ
· 研修目的
· 価格決定までのプロセスの理解
· 顧客との交渉、プレゼンテーションなどの営業手法の習得
· 生産現場のスタッフと連携した課題抽出手法の習得
· 研修方法
· 顧客の要望に合わせた販売価格設定の実習
· 顧客への交渉、プレゼンテーション
· 生産現場のミーティングへの参加、意見交換など
· 第3フェーズ
· 研修目的
· 自動車用部品の生産手法や原価管理手法、原価削減手法の習得
· グローバルな流通メカニズムの知識の習得
· 自動車用部品の販売価格の国際基準化の理解
· 研修方法
· 自動車用部品生産の要素技術の調査（市場環境、文化などの影響）
· 生産、品質、原価、物流などの基準の研究とそれに基づく商品戦略などの策定
· 日米欧の情報を収集し、比較研究
研修先受け入れ先について
· 以下の研修受け入れ先に関する情報をご提供ください。

· 企業名
· 研修場所が複数ある場合はすべて。
· 所在地

· 実際に研修を受ける場所。

· 複数ある場合はすべて。複数で研修が必要な理由と目的もご記入ください。
· ウェブサイトＵＲＬ

· 売上

· 従業員数

· 研修を受ける場所が支店の場合、支店のフルタイムのスタッフの人数。またそのうちの米国人スタッフの人数。
· 従業員数と受け入れ研修生の人数の比

· 研修を受ける場所が支店の場合、支店における比。
· 研修生受入れ部署の従業員数における比。
· Workers’ Compensation（労災補償保険）に加入しているか　Yes/ No
· 研修生本人もWorkers’ Compensationに加入させることができるか　Yes/ No
· 研修先から報酬を受けない研修生を加入させることが出来るオプションのある保険もあります。

· 研修受け入れ先以外の民間の保険でもかまいません。
· 研修生本人が研修先法人の “Workers’ Compensation”に加入することが出来ない場合は、代用となる書類の提出が必要です。提出書類はスポンサーにより異なります（1.日本親会社の加入する労災保険の“海外派遣者特別加入”に加入する。2.スポンサー団体指定の“賠責加入誓約書(研修先スーパーバイザーの署名必須)”の提出をする。）

· 研修中は常に英語を使う環境にあるか

· スーパーバイザーとのコミュニケーション、または研修中の使用言語は主に英語ですか？

· スーパーバイザーは日本人以外ですか？

· スポンサー団体によっては常に英語を使用する環境が整っていることが条件となります。

その他
· 以下のことをあらかじめご了承ください。ただし研修プログラムを審査するスポンサー団体によります。
· 直近に学生Fビザで米国滞在をしている(またはしていた)場合は、帰国後90日以内を研修開始日に設定することが出来ません。

· 初めて研修生を受け入れる場合は、スポンサー団体が研修受け入れ先を訪問することがあります。また国務省の審査基準の変更などにより、当初想定していなかった研修受け入れ先の訪問が発生することもあり、別途費用が必要になることもあります。
· 研修生はスポンサー団体の担当者の電話インタビューを受けることがあります。
· 研修生は研修終了後必ず日本に帰国しなければなりません。（米国に滞在したままステータスを変更し、米国に滞在し続けることはできません。）

· スポンサー団体によっては、研修を中断して、または研修終了後、アメリカに滞在したまま他の滞在ステータスに変更することができません。
※全て英語で記入して下さい 。
Taro GREENFIELD
2-22-21 Akasaka, Minato-ku, Tokyo, 107-0052, Japan
Tel: +81-3-6230-4331
E-mail: greenfield@green-f.biz

Computer Skills: 
Proficient in PC. PC Literacy with extensive experience using MS Word, MS Excel, MS Power Point, and E-mail. 

Language: 
Native speaker of Japanese with Business communication level in English. 
(TOEIC *** in December 9, 20**)

Experience: 
April 20** - Present 
Greenfield Corporation, Tokyo, Japan
Staff Members of *** Industrial Division, *** Products & *** Department 
Follow up with customers to make sure they are satisfied with their purchases and to answer any questions or concerns; Interview vendors and visit suppliers’ plants and distribution centers to examine and learn about *** product products, services, and prices; Attend meetings, trade shows, and conferences to learn about new industry trends and make contacts with suppliers; Analyze price proposals, financial reports, and other information to determine reasonable prices.
April 20** - March 20** 
Greenfield Corporation, Tokyo, Japan
Staff Members of *** Division, *** Department
***
April 20** - March 20** 
Greenfield Corporation, Tokyo, Japan
Staff Members of the Second Division, *** Control Department
***
Education: 

April 20** - March 20**
The Department of Business and Commerce of *** University, Tokyo, Japan
B.A. in Accounting (Commerce)
References: Provided upon request.

